








要約:虎の門病難婦人科遺伝外来に於る症例の分折から,①遺伝相談や遺伝療サービスを求

めて来院するものの枠が急速に広がりつつあること,②十分な情報提供とカウンセリング

が重要であること,③高度先進的な診断技術の開発と共に，その周辺の診断学の充実を計る

ことが大切であること明らかにした。 


